
【質問９】その１（意識） 

   下表の行為は身体拘束にあたると思いますか。該当するところ１つに○ をつけてください。 
 
 
 

                                                          上段：件数   
 下段：構成比（％） 

           
             回           答 

         
 
 
 
     具  体  的  な  行  為 

思 
う 

思 
わ 
な 
い 

わ 
か 
ら 
な 
い 

回 
答 
な 
し 

合 
計 

①徘徊しないように、車いすやいす・ベ

ッドに体幹や四肢をひも等で縛る。 
２２２

９５．３

１

０．４

０

０．０

１０ 
４．３ 

２３３

１００．０

②転落しないように、ベッドに体幹や四

肢をひも等で縛る。 
２１５

９２．３

３

１．３

５

２．１

１０ 
４．３ 

２３３

１００．０

③自分で降りられないように、ベッドを

柵（サイドレール）で囲む。 
１７７

７６．０

２０

８．６

２６

１１．２

１０ 
４．３ 

２３３

１００．０

④点滴・経管栄養のチューブを抜かない

ように四肢をひも等で縛る。 
１８８

８０．７

１０

４．３

２１

９．０

１４ 
６．０ 

２３３

１００．０

⑤点滴・経管栄養のチューブを抜かない

ように、または皮膚をかきむしらない

ように、手指の機能を制限するミトン

型の手袋等をつける。 
１５０

６４．４

３７

１５．９

３５

１５．０

 
 

１１ 
４．７ 

２３３

１００．０

⑥車いすやいすからずり落ちたり、立ち

あがったりしないように、Ｙ字型拘束

帯や腰ベルト、車いすテーブルをつけ

る。 
１８１

７７．７

１６

６．９

２５

１０．７

 
 

１１

４．７ 
２３３

１００．０

⑦立ち上がる能力のある人の立ち上が

りを妨げるようないすを使用する。 
２０３

８７．１

６

２．６

１２

５．２

１２ 
５．２ 

２３３

１００．０

⑧脱衣やおむつはずしを制限するため

に、介護衣（つなぎ服）を着せる。 
１８５

７９．４

２５

１０．７

１１

４．７

１２ 
５．２ 

２３３

１００．０

⑨他人への迷惑行為を防ぐために、ベッ

ドなどに体幹や四肢をひも等で縛る。

２１３

９１．４

１

０．４

９

３．９

１０ 
４．３ 

２３３

１００．０

⑩行動を落ち着かせるために、向精神薬

を過剰に服用させる。 
１９４

８３．３

２

０．９

２７

１１．６

１０ 
４．３ 

２３３

１００．０

⑪自分の意思で開けることのできない

居室等に隔離する。 
２０７

８８．８

４

１．７

１１

４．７

１１ 
４．７ 

２３３

１００．０

 

 



【質問９】その２（人数） 

  また、貴事業所ではこれらの行為を実際に行なっている事例があれば、その人数を対象者数
の欄に記載して、そのうちで本人・家族などの希望によるものは最右欄に記載してください。 

  （１人が複数の事例に該当する場合は、それぞれに算定してください。表の最下段には対象
者の実人数を記入してください。） 

 
 

                                                           上段：件数   
                                                                  下段：構成比（％） 

         対   象    者    数 
   

        
 
     具  体  的  な  行  為 
 
          

実際に行なっている

事例の対象者数 
うち、本人、家族の希

望 

①徘徊しないように、車いすやいす・ベ

ッドに体幹や四肢をひも等で縛る。 
６４

２．４

２５

２．９

 

②転落しないように、ベッドに体幹や四

肢をひも等で縛る。 
６１

２．２

２１

２．４

③自分で降りられないように、ベッドを

柵（サイドレール）で囲む。 
１１８６

４３．６

２４２

２８．０

④点滴・経管栄養のチューブを抜かない

ように四肢をひも等で縛る。 
７３

２．７

２７

３．１

⑤点滴・経管栄養のチューブを抜かないように、

または皮膚をかきむしらないように、手指の機

能を制限するミトン型の手袋等をつける。 
１７８

６．５

７０

８．１

⑥車いすやいすからずり落ちたり、立ちあがった

りしないように、Ｙ字型拘束帯や腰ベルト、車

いすテーブルをつける。 
７５３

２７．７

３１２

３６．２

⑦立ち上がる能力のある人の立ち上が

りを妨げるようないすを使用する。 
２２

０．８

３２

３．７

⑧脱衣やおむつはずしを制限するため

に、介護衣（つなぎ服）を着せる。 
２７０

９．９

７５

８．７

⑨他人への迷惑行為を防ぐために、ベッ

ドなどに体幹や四肢をひも等で縛る。

６

０．２

１

０．１

⑩行動を落ち着かせるために、向精神薬

を過剰に服用させる。 
２９

１．１

９

１．０

⑪自分の意思で開けることのできない

居室等に隔離する。 
７７

２．８

４９

５．７

対象者延べ人数合計 
 

２７１９

１００．０

８６３

１００．０

対象者実人数合計 
 

２２５６

８３．０

７６８

８９．０

 
＊身体拘束を実際に行なっている事業者数 

          項              目 事 業 者 数 構成比（％）

何らかの身体拘束を実施している １５６ ６７．０

していない ７７ ３３．０

合計 ２３３ １００．０

 


